
 

 

2020. 6. 4 

No.3589 『「ツバイク騰落レシオ」で 

アメリカ株に中長期の強気シグナル発生か？ その２』  

大往生 

 

 

昨日（2020年6月3日）、ツバイク騰落レシオが再び 2以上をマークし、価格爆発が発生した。 

 

昨年1月9日にツバイク騰落レシオが 2倍を超えて中長期の強気の買いシグナルが点灯したときの

250日後（2020年2月26日）のリターンは配当を再投資しない株価指数ベースで 21.47%であった。 

 

 ツバイク騰落レシオとは、『ツバイク ウォール街を行く』で紹介された指標で、過去10日間の値上がり

銘柄数を過去10日間の値下がり銘柄数で割ったものだ。 

このレシオが 2倍以上になるとツバイクの言う株価爆発のサインとなる。 

 

これまでの成績をまとめてみたのが以下の表である。 

検証にはストップロスや利食いを用いず、単純に 1年後（250営業日後）の終値で比較した。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

日にち SPX終値 
ツバイク騰落レシオ  

(10日 2倍） 
1年後のリターン 

1982/8/23 116.11 2.03 42.36% 

1982/10/13 136.71 2.03 24.94% 

1982/10/18 136.73 2.07 24.05% 

1987/1/14 262.63 2.19 -5.76% 

1991/2/5 351.26 2.1 16.59% 

1991/2/11 368.58 2.1 12.26% 

2009/3/23 822.92 2.13 40.95% 

2009/7/23 976.29 2.06 9.56% 

2009/9/16 1068.76 2.19 4.90% 

2016/7/12 2152.14 2.12 12.79% 

2019/1/9 2584.96 2.28 21.47% 

2020/6/3 3122.87 2.03     1年後は？ 

 

日本株にツバイク騰落レシオを当てはめてみると、結果は悪くはないが、そんなに良いともいえなか

った。むしろ、アメリカ株でのツバイク騰落レシオをフォローして、日本株でポジションを持つ方が良好で

あった。 

 

ツバイクはこう述べている。 

「2週間以上にわたって株価が爆発するのを辛抱強く待って、その後に市場に参入し、その時に高値

水準にあると思われているものを買っても、その後に続く数カ月で異常なほどの大きな利益を上げるこ

とができたのである。」 

 

以下は 1970年代からの参考チャートである。 
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